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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和５年２月１５日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

 組織運営

〇教職員一人一人の特性
を生かし、まとまりと活
力のある学校をつくる。

〇「先手必勝」を意識
し、会議・協議の場の効
率化と充実化を進める。
〇相談・連絡・報告の徹
底。何事も後回しにしな
い意識を醸成する。

Ａ ・学校のみならず、組織の中間層である
人々の育成は大変難しいと思われるが、組
織で取り組むことが出来ているようで良
かった。
・少し前から若手の教員が増え、頑張って
いる様子が見られる。どの職場でも若手の
教育が課題となっている。

□目指す学校像の具現化
のため、全職員の共通理
解・共通行動体制を確立
する。

□目指す学校像及び、
キャッチフレーズ「やる
気と根気で夢をかなえる
神根っ子」の共通理解・
共通行動体制を確立す
る。

Ｂ ・良好なコミュニケーションをもって、組
織的にも若手の育成、質の向上を図ってほ
しい。
・教職員が協力しながら児童の学習、生活
に向き合っている。

 教育課程

〇ＩＣＴ端末を授業に積
極的に活用し、児童の学
力を伸ばす。

〇ＩＣＴ端末（導入ソフ
ト）が効果的に授業や家
庭学習等で活用できるよ
う、学校全体で指導法の
研究に取り組む。

Ａ ・デジタル教科書等の活用で、児童の学習に
対する向き合い方に変化が生じ、レベルの高
い学習への取り組みがしやすくなっている。
・ＩＣＴ端末の活用で教育現場が変化し、児
童の取組姿勢が変わってきたのが好ましい。
・「書くこと」の大切さもなくさないでほし
い。

□児童の良さとやる気を
伸ばし、学力向上をめざ
す。

□高学年の教科担任制、
算数少人数、さくちゃん
計算検定の実施により、
一人一人の児童が伸びる
授業を実践する。

Ｂ ・授業で児童同士が互いの顔を見ながら発
言できる環境になったことで、児童自身の
自信へとつながると期待できる。互いをよ
く知ることでいじめなどが無くなることを
期待する。
・基礎基本の重要性は変わらないと思う
が、更なる上の学びは、意欲向上の効果が
あると思う。

 開かれた学校づくり

〇学校における教育活動
の意図について、様々な
機会を通じて情報発信
し、保護者、地域との信
頼関係を高める。

〇ＨＰの毎日更新、学校だ
より他各種たよりの発行に
より、学校での活動の様子
を積極的に発信する。
〇ＰＴＡ、おやじの会、学
校応援団、地域等との交流
をコロナ禍ではあるが可能
な限り進める。

Ａ ・ＰＴＡ、地域の団体などの活動に協力で
きたこと、ＨＰを毎日のように更新したこ
とはすごいことだと思う。
・１５０周年の歴史は大変に素晴らしい。
・学校応援団は、微力ながら児童一人一人
や先生方の力になりたいと、地道に活動を
継続しながら繋げており、これからも継続
していきたい。メンバーの確保が大きな課
題になっている。

□学校運営協議会におい
て、地域と学校が連携・
共同して、信頼される学
校を目指す。

□学校運営協議会を年５
回開催。学校や地域の状
況等を共有し、地域とと
もにある学校を作り上げ
る。

Ｂ ・１５０年という歴史の中で、学校関係者
及び地域に根付いている基盤を大事にして
いる。
・運営協議会は、短時間でもあり、すべて
を理解することは難しい。

 教職員の資質向上

〇ライフステージに応じ
た教職員の指導力を高
め、学び続ける教師集団
を育成する。

〇校内研修や管理職によ
る授業観察の機会を捉
え、教職員の指導力を育
成する。
〇中学校と合同で、学校
改革「学びの共同体」に
取り組む。

Ａ ・「学びの共同体」の取り組みにより、教
職員が児童とともに学び合うことで指導の
在り方に変化があると感じた。
・指導の在り方の変化から、児童と教職員
との信頼関係がより深くなり、安心して過
ごせる環境になっていることは、大変評価
できる。
・中学校と協同しての取り組みは好ましく
思う。小中のギャップをなくす意味でもぜ
ひ進めてほしい。

□県内、市内の教職員事
故発生の現状に鑑み、服
務規律を厳正化する。

□倫理確立研修の定期的
な実施、内容の工夫を行
い、教職員に当事者意識
を自覚させる。

Ｂ ・教師の不祥事防止問題は、今後とも真摯
に取り組んでほしい。
・教職員の働き方も、心と体にゆとりが持
てるよう取り組んでほしい。

 施設・設備等の管理

〇校内の計画的な修繕と
管理を行う。

〇定期的な点検の確実な
実施と危険個所の早期発
見・早期対応を行う。

Ａ ・樹木が多く、緑豊かでとてもいい。しか
し、樹木は年々背丈が伸びるので定期的な
剪定、伐採が必要。高木の枯枝は危険なの
で点検を要する。

□通学路上の安全確保に
積極的に取り組む。

□通学路の安全確保につ
いて関係機関と連携して
進める。

Ａ ・車道と歩道の区別がガードレールのみ
で、通学時間帯、自動車交通量の割には歩
道が狭い。通学路の安全確保が必要と感じ
る。
・交通整理を町会で行っているが、年々成
り手が減少している。

△教職員の危機管理意識
を高め、学校事故を未然
に防ぐ。

△日常的に安全を意識
し、教職員の危機管理意
識を高め、学校事故を未
然に防ぐ。

Ａ ・コロナ禍での教育現場は苦慮することも
多かったことと認識する。各行事等を工夫
しながら、また情勢に合わせながら行った
ことは大変評価できる。

【別紙】　令和4年度　 学 校 自 己 評 価 重 点 目 標 シ ー ト　（川口市立神根小学校）
※学校関係者評価実施日とは、学校関係者
評価委員会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

学校教育目標 心豊かに　たくましく生きる　子どもの育成 達
成
度

 ほぼ達成（８割以上）

 概ね達成（６割以上）

目指す学校像 活力にあふれ　生き生きと輝く　魅力ある学校　～すべては子どもたちのために～
 変化の兆し（４割以上）

〇定期的な点検は確実に行
い、危険個所をを発見したと
きは、迅速に修繕を行った。

□危険が懸念されていた北川
口幼稚園南側通学路がＲ4年
11月9日にスクールゾーンと
なり、安全確保が進んだ。

△令和4年度埼玉県学校安全
努力学校、川口市学校安全優
良校を受賞した。

 不十分（４割未満）

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

領　　域
年　　　　　度　　　　　目　　　　　標 年　　度　　評　　価　（ 令和５年２月１日　現在 ）

重点目標の達成状況 次年度への課題と改善策

〇協議の内容を精選し、効率化
が進んだ。(教職員評価Ａ５
６％Ｂ３５％計９１％)
教職員の相連報、何事も後回し
にせず、すぐに行動を起こす意
識を醸成できた。(教職員評価
Ａ５２％Ｂ４４％計９６％)

□共通理解が進み、共通行動
体制が整った。

〇積極的で効果的な活用がで
き、教職員、児童に浸透し
た。（保護者評価Ａ58％Ｂ
35％計93％）

□基礎基本の定着に着目する
のではなく視点を変え、学び
合いを進めた。（保護者評価
学校が楽しいＡ18％Ｂ67％計
85％）（教職員評価Ａ７４％
Ｂ２６％計100％）

〇ＨＰはほぼ毎日更新した。
閲覧数は１日約280件。学校
メール登録率100％。（保護
者評価Ａ４３%Ｂ５０%計９
３%）
〇ＰＴＡ、おやじの会、地域
等によるクリーン活動を実施
した。

□学校の状況および新たな取
組等を説明し、出された意見
について学校運営に取り入れ
た。

〇「学びの共同体」を教職員
の共通理解のもと９月より本
格的に進めた。グループ学習
を中心に児童が聴き合う関係
をつくる学習方法は、教師の
同僚性を高めている。小中連
携による「学びの共同体」を
推進できた。（教職員評価Ａ
５２％Ｂ４８％計１００％）

□校長室だよりを随時発行
し、倫理観、言語環境、保護
者対応能力、法令の知識を高
めることができた。

若手教職員が増えている
ことから、主任層の育成
と組織を生かした業務遂
行が課題である。

□ＩＣＴ端末をつかった
授業での活用及び指導法
の習得が課題である。
○児童の学力向上のた
め、指導法や取組を学校
全体で推進することが課
題である。

○学校応援団に多大なご
協力をいただいている。
コロナ禍の中で、関係を
切らすことなく、学校・
保護者・地域との連携を
一層強化・充実させてい
くことが課題である。

○経験年数に応じた指導
力向上が課題である。
□職員事故防止のため、
教育公務員としての使命
感・倫理感を醸成し続け
ることが求められる。

○校舎の老朽化により、
施設・設備について対応
が必要な箇所が散見す
る。
□通学路が狭く、交通量
が多い場所があり、安全
確保が課題である。
△教職員の安全に関する
意識を高め、危険を察
し、行動できるようにす
ることが求められる。

コロナ禍ではあるが、可能な
範囲で教育活動を実施でき
た。行事等には、組織で対応
し工夫して取り組んだ。今後
は、行事の精選、会議の効率
化、分掌の工夫を行い、改善
をさらに進めていく。

基礎基本の定着を重視した学
習から、基本問題と高いレベ
ルの学習（ジャンプ問題への
取組）を組み合わせて学習す
ることで、全児童の学力を引
き上げる実践を、２学期から
取り組んでいる。まだ取り組
み始めて日が浅いため（５か
月）、成果はすぐには望めな
いが、児童のやる気が見られ
るようになってきているた
め、今後も継続していく。

令和５年度に本校は１５０
周年を迎える。１５０周年
実行委員会を歴代ＰＴＡ会
長とともに立ち上げた。保
護者、地域の方３０名程の
メンバーが協力を申し出て
くれており、周年行事や企
画を進めていく。

令和５年度も引き続き「学び
の共同体」に取り組んでい
く。神根中学校において４月
に行われる講演会に参加予
定。６月には、本校で授業研
究会を実施し、「学びの共同
体」の研究を深める予定であ
る。

金銭事故を防ぐため、今年度
から教材費、学年費の口座振
込を始めた。登録率も高く、
順調に引き落としができた
が、引き落とし金額が不確定
で、保護者に伝わり難かった
ため、来年度は、定額引き落
としに変更する。
通学路の安全確保について
は、今後も継続して行ってい
く。


